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論 文 内 容 の 要 旨






そこで今回わたくL はさらに家兎に A loxan を授与して, 実験的糖尿病をおこさせた場合の母体および
乳児の歯牙と歯周組織に及ぼす影響について, いろいろの角度から詳細に検索した結果, つぎにのべるよ
うな知見を収めることができた｡
1) A lloxan 投与前の血糖測定値は151m g/dl前後であったのが,A lloxan 投与後 388m g/dl～362m g/dl
の過血糖を示した｡
2) 歯牙 C a および無機燐量に及ぼす影響としてほ切歯, 臼歯とも母体群, 乳児短期群とも対照群に比
し減量を示すが乳児長期間群は著差はみとめなかった｡
3) 歯牙硬度に及ぼす影響としては母体群, 乳児両群いずれも対照群に比し切歯の屈側, 中央, 舌側部
ともやや低い値を示した｡
4) 歯牙および歯周組織の病理組織学的所見としては, 母体群にとくに著明な変化, すなわちエナメル
質形成不全, 歯槽骨の多孔性変化, 歯肉では辺縁性歯周炎がみられたが, 盲嚢形成はこれを認めなかった｡
乳児短期群ではエナメル質形成不全, 象牙質癒合不全がみられたが母体群のような著変はなかった｡ 乳児
長期群では対照群に比し, とくに著しい変化は認めなかった｡
5) 歯牙および歯周組織の組織化学的所見では P A S 所見として母体群に陽性反応を示しとくに潰癌,
壊死をおこした固有粘膜の線維および細胞浸潤, とくに好中球に著明に出現した｡ 乳児両群は母体に比し
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てその反応は少なかった｡
Phosphatase 所見は PA S 所見と同様の成績であったが, 母体群ではとくに歯槽骨の破骨細胞に強 く反
応を示した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
糖尿病が口腔器官にいろいろ重大な影響をおよばすことは古 くから知られている事実である｡ 糖尿病患
者がよく口腔粘膜の乾燥をうったえ, ビマン性紅斑, 舌苔, 舌の灼熱感をきたし, さらにしばしば歯肉炎,
歯肉膿癌, 歯周膿癌のはなはだしきにいたることもまれではない｡ それで, その臨床的報告や実験的研究
も数多 く報告されている｡
他方母体に移入された一足の物質が乳腺を通過して母乳中に分泌され, これが乳児に移行して一定の影
響をおよばすことは周知の事実である｡ たとえば母体の鉛中毒による小児鉛中毒, v itam in B 欠乏による
乳児脚気などのように, 母乳成分の変動がその乳児に一定の疫病をおこし, また沃度, 枇素, 水銀などの
薬物が乳腺を通過して乳汁中に分泌され乳児に諸種の障害をあたえることもよく知られている｡ ところが,






期にエナメル質形成不全, 象牙質癒合不全などがあるが, 母体のように著しくなく, 3,4 週頃で変化はな
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